
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月９日、本部会議室にて「ＪＲ東労組青年連絡協議会第１２回系統別（運転・車掌）意見交

換会」を開催し、若い乗務員の仲間が１２名結集しました。（※開催回数は本部青年部時から通算） 

主催者挨拶では、ＪＲ東日本グループのさらなる飛躍に向けた新たな組織と働き方を受け

て職場がどうなってしまうのか？様々現れている経営姿勢から職場がどうなってしまうのか、

仲間と議論し組織強化・拡大をつくっていかなければならないと問題提起を行いました。 

意見交換の中では職場問題について議論をしました。特に要員問題についてはどこの職場

も要員が足りていない実態から議論が白熱し、「休日勤務が当たり前の職場になっている」

「毎日のように休日勤務の相談の電話が来る」という実態が出されました。教育体制について

も新車導入に対してのハンドル訓練が十分になされていない実態や訓練資料を作れれば指導

員は誰でもいいと指導員が発言している事、融合と連携により安全が脅かされている現実も

出されました。 

職場問題は数多くありますが、共に議論し、より良い職場を創ることはＪＲ東労組しかでき

ません。職場に現れる経営姿勢に問題意識を持ち、各職場で未加入者に訴え、組織強化・拡大

を通じ、働きやすい職場を目指すことを参加者で確認しました。 
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